
火
野
葦
平
「
土
と
兵
隊
」
の
同
時
代
的
意
義

―
―
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
文
学
（
者
）
の
位
置

松

本

和

也

Ⅰ

昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
（
史
）
研
究
、
こ
と
に
日
中
開
戦
後
の
文
学
場
を

問
題
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
は
、
間
違
い
な
く
火

野
葦
平
（
一
九
〇
七
〜
一
九
六
〇
）
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

は
、「
糞
尿
譚
」（『
文
学
会
議
』
昭
一
二
・
一
〇
）
に
よ
る
芥
川
賞
受
賞
後

の
、�
戦
場
に
い
る
文
学
者
�
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ＝

「
麦
と
兵
隊
」（『
改

造
』
昭
一
三
・
八
）
で
あ
る
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
『
麦
と
兵
隊
』（
改

造
社
、
昭
一
三
）
は
、
文
学
場
内
／
外
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
昭
和
一
〇

年
代
の
文
学
場
を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
う
し
た
視
座
か
ら
、

近
年
は
研
究
対
象
と
な
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
火
野
葦
平
で
は
あ
る
が
、
そ

の
重
要
性
に
み�

あ�

っ�

た�

研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、「
麦
と
兵
隊
」、「
土
と
兵
隊
」、「
花
と
兵
隊
」
か
ら

成
る
「
兵
隊
三
部
作
」
の
う
ち
、「
土
と
兵
隊
」
に
注
目
す
る
。「
土
と
兵
隊
」

は
、
現
実
世
界
の
時
間
軸
か
ら
い
え
ば
「
麦
と
兵
隊
」
に
先
立
つ
も
の
で
、

火
野
葦
平
自
身
が
分
隊
長
と
し
て
参
戦
し
た
杭
州
湾
敵
前
上
陸
前
後
の
出
来

事
を
、
弟
宛
の
書
簡
七
通
に
構
成
し
た
戦
争
文
学
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
企
図

に
つ
い
て
は
、
火
野
葦
平
自
身
が
、
後
年
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
土
と
兵
隊
」
を
書
い
て
い
る
と
き
は
、
従
軍
ペ
ン
部
隊
が
殺
到
し
て

い
る
と
き
で
、
勢
い
原
稿
を
書
く
時
間
も
、
そ
の
閑
々
だ
つ
た
。「
土

と
兵
隊
」
は
「
麦
と
兵
隊
」
以
上
に
骨
が
折
れ
た
。「
麦
と
兵
隊
」
の

方
は
、
は
じ
め
か
ら
な
に
か
書
く
た
め
の
準
備
と
い
う
心
が
ま
え
が
あ

つ
た
の
で
、
日
記
も
割
合
に
き
ち
ん
と
つ
け
て
い
た
が
、「
土
と
兵
隊
」

の
杭
州
敵
前
上
陸
以
後
は
、
ま
つ
た
く
泥
ん
こ
の
中
で
戦
闘
し
な
が
ら

だ
つ
た
の
で
、
日
記
も
ほ
ん
の
メ
モ
程
度
、
そ
の
手
帳
は
汗
と
泥
と
で

よ
ご
れ
、
糸
も
切
れ
か
か
つ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
つ
て
い
た
。
鉛
筆
の
字

は
す
つ
か
り
消
え
て
い
る
。
そ
れ
を
整
理
按
配
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
か
つ
た
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
訊
ね
た
い
私�

の�

兵�

隊�

た
ち
は
杭
州

に
い
る
。
結
局
、
自
分
の
記
憶
だ
け
が
た
よ
り
で
、「
麦
と
兵
隊
」
の

よ
う
に
は
ス
ム
ー
ス
に
ペ
ン
が
進
ま
な
か
っ（

１
）た。

本
稿
で
は
、
同
時
代
読
者
に
と
っ
て
「
麦
と
兵
隊
」
と
の
比
較
が
前
提
と

な
る
中
で
発
表
さ
れ
た
「
土
と
兵
隊
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
一
三
・
一
一
）
に

つ
い
て
、
文
学
場
内
／
外
に
お
け
る
受
容
を
同
時
代
評
や
単
行
本
広
告
の
分
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析
か
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で
の
「
土
と
兵
隊
」
研
究
史
を
素
描
し
、
ま
た
、

「
土
と
兵
隊
」
受
容
の
前
提
と
も
な
る
「
麦
と
兵
隊
」
同
時
代
受
容
の
地
平

‐

モ
ー
ド
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
く
。

「
土
と
兵
隊
」
研
究
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
裁
断
に
よ
ら
ず
、
火
野
葦
平

「
土
と
兵
隊
」・「
麦
と
兵
隊
」
を
研
究
対
象
と
し
て
（
再
）
設
定
す
る
と
こ

ろ
か
ら
出
発
し（

２
）た。
そ
の
後
、
削
除
箇
所
に
関
す
る
本
文
の
検
討
は
進
ん

（
３
）だも
の
の
、
論
及
さ
れ
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
近
年
の
顕
著
な
傾
向
と
し

て
は
、
形
式
へ
の
着
目
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
麦
と
兵
隊
』
と
『
土
と
兵
隊
』

を
併
せ
て
論
じ
る
池
田
浩
士
に
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

『
麦
と
兵
隊
』
の
日
記
体
と
、『
土
と
兵
隊
』
の
書
簡
体
は
、
い
ず

れ
も
、
作
者
が
戦
地
の
現
実
を
真
実
味
を
こ
め
て
伝
え
る
の
に
適
し
た

表
現
形
式
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、銃
後
の
答
え
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

あ
る
い
は
先
取
り
し
な
が
ら
、
銃
後
と
の
対
話
を
重
ね
る
た
め
の
、
き

わ
め
て
効
果
的
な
ス
タ
イ
ル
で
も
あ
る
。
こ
の
表
現
形
式
を
通
し
て
、

火
野
葦
平
は
、
兵
隊
作
家
で
あ
る
自
分
に
読
者
が
期
待
す
る
も
の
を
、

銃
後
に
送
り
届
け
た
の
だ
っ（

４
）た。

こ
こ
で
池
田
は
、
二
作
品
の
差
異
と
通
底
性
を
、
表
現
形
式
と
そ
の
対
読

者
戦
略
に
見
出
し
て
い
る
。
ま
た
、「
兵
隊
三
部
作
」
を
分
析
す
る
成
田
龍

一
も
、『
土
と
兵
隊
』
に
関
し
て
、《
出
征
し
た
火
野
が
弟
に
宛
て
た
書
翰
と

い
う
形
式
》
と
《
火
野
は
戦
場
と
戦
闘
の
当
事
者
》
だ
と
い
う
条
件
を
重
ん

じ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

書
翰
も
日
記
も
個
人
の
言
説
と
い
う
形
式
を
も
ち
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

喚
起
し
や
す
い
が
、
戦
闘
の
当
事
者
と
し
て
は
「
手
紙
を
書
く
」
と
い

う
こ
と
が
い
ち
ば
ん
自
然
な
行
為
だ
ろ
う
。
当
事
者
と
し
て
は
戦
闘
に

専
念
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
戦
闘
の
記
述
は
二
次
的
な
行
為
と
な
る
。
し
か

し
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
戦
闘
の
叙
述
は
、
書
翰
形
式
な
ら
ば
自
然
に

ア

ド

レ

ツ

シ

ー

感
じ
ら
れ
、
書
翰
の
受
信
人
が
肉
親
で
あ
れ
ば
い
っ
そ
う
読
者
の
抵
抗

感
が
な
く
な（

５
）る。

そ
の
上
で
成
田
は
、《
偶
然
的
・
個
別
的
で
あ
っ
た
分
隊
の
結
成
が
、
同

様
に
偶
然
的
・
個
別
的
で
あ
り
な
が
ら
共
同
的
で
あ
る
戦
場＝

戦
闘
の
体
験

を
へ
て
、手
応
え
の
あ
る
必
然
的
な
「
高
い
も
の
」
へ
と
昂
進
し
て
》
い
き
、

そ
れ
が
《「
祖
国
」
と
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
》
回
路
を
析
出
し
、
弟
の

役
を
読
者
が
ひ
き
う
け
る
こ
と
で
、『
土
と
兵
隊
』
は
《
読
者
を
も
巻
き
こ

ん
だ
体
験
》
と
化
す
の
だ
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
う
し
た
『
土
と
兵
隊
』

の
形
式
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
《
戦
場
の
絆
》
は
、《
日
本
国
内
（
銃
後
）

へ
と
拡
大
さ
れ
、
狭
義
の
戦
場
を
は
な
れ
、
前
線
／
銃
後
を
お
お
う
戦
場
の

絆
》
に
変
じ
て
い
く
の
だ
と
し
て
、そ
の
社
会
的
機
能
に
ま
で
論
及
し
、《『
麦

と
兵
隊
』『
土
と
兵
隊
』
で
探
究
さ
れ
た
戦
場
の
思
考
と
戦
場
の
絆
と
は
一

九
三
〇
年
代
の
思
考
と
な（

６
）る》
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、『
麦
と
兵
隊
』
と
『
土
と
兵
隊
』
が
、
銃
後
の
読
者

を
ま
き
こ
み
つ
つ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
醸
成
に
関
わ
っ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
、
小
説
の
形
式
を
手
掛
か
り
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
増
田
周
子
は
『
土
と
兵
隊
』
の
執
筆
資
料
で
あ
る
、『
清
水
隊
江

南
戦
記
（
草
稿
）』・『
土
と
兵
隊

創
作
ノ
ー
ト
』
と
『
土
と
兵
隊
』
と
の

《
比
較
検
討
》
に
よ
っ
て
、
同
作
に
お
け
る
《
火
野
葦
平
の
記
録
と
作
品
表

象
の
問
題
》
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い（

７
）る。

た
だ
し
、「
土
と
兵
隊
」
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
作
品
の
書
き
手
サ
イ

ド
か
ら
の
生
成
過
程
や
、
そ
の
帰
結
と
し
て
の
言
語
表
現
は
検
討
対
象
と
さ

れ
な
が
ら
も
、「
土
と
兵
隊
」
の
同
時
代
受
容
や
そ
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
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て
の
検
証
は
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。

「
麦
と
兵
隊
」
を
め
ぐ
る
同
時
代
受
容
の
地
平‐

モ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
拙
論
で
検
討
を
試
み
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
は
、
日
中
開
戦
後
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

報
告
文
学
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
批
評
言
説
―
―
報
告
文
学
言
説
に
よ
っ

て
再
編
成
さ
れ
た
文
学
場
に
つ
い
て
、『
悲
風
千
里
』（
中
央
公
論
社
、
昭
一

二
）
を
上
梓
し
た
尾
崎
士
郎
に
即
し
た
事
例
分
析
か
ら
、《
①
文
学
者
と
し

て
、
②
従
軍
体
験
に
即
し
て
、
③
�
当
事
者
性
�
を
重
視
し
た
上
で
、
④
自

ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム

身
の
体
質‐

個
性
（�
人
間
（
性
）�）
を
も
前
面
に
出
し
た
も
の
で
、⑤
（
戦

場
と
の
／
体
験
と
執
筆
と
の
）�
距
離
�
が
問
題
に
さ
れ
て
い（

８
）た》
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。

時
局
を
関
数
と
し
た
文
学
者‐

作
品
の
構
造
的
な
近
接
―
―
文
学
者
は

時
局
に
対
す
る
明
確
な
姿
勢
を
も
つ
べ
き
で
、
そ
れ
を
作
品
に
も
体
現

す
る
こ
と
で
、
作
品
が
作
家
の
《
心
》
に
直
結
さ
れ
た
反
映
と
化
し
て

い
く
事
態
―
―
こ
そ
が
、
事
実
性
／
芸
術
性
、
体
験‐

�
当
事
者
性
�

ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム

‐

�
人
間
（
性
）�、�
距
離
�
な
ど
を
主
な
論
点
と
し
て
（
再
）
編
成

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

さ
れ
て
き
た
報
告
文
学
言
説
の
帰
結
な
の
だ
。

従
っ
て
、《
戦
場
を
体
験
し
た
�
当
事
者
性
�
に
即
し
て
戦
争
を
書
け
ば
、

社
会
性
は
担
保
さ
れ
る
も
の
の
、
文
学
性
は
高
く
評
価
さ
れ
に
く
い
。
逆
に
、

戦
場
か
ら
�
距
離
�
を
お
き
、
あ
る
い
は
体
験
の
な
い
ま
ま
に
戦
争
を
書
け

ば
、
文
学
性
は
高
く
評
価
さ
れ
得
る
も
の
の
、
社
会
性
か
ら
は
乖
離
し
て
し

ま
い
が
ち
》
だ
と
い
う
《
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
文�

学�

者�

の
抱
え
た
ジ
レ
ン

（
９
）マ》
を
超
克
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
困
難
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で

発
表
さ
れ
た
火
野
葦
平
「
麦
と
兵
隊
」
と
は
、
右
の
歴
史
的
な
条
件
を
一
挙

に
ク
リ
ア
し
て
み
せ
た
、
時
代
の
表
徴
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
一
作
だ
っ
た
。

実
に
多
く
の
同
時
代
評
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「
麦
と
兵
隊
」
だ
が
、
拙
論

で
は
そ
れ
ら
の
論
点
を
集
約
し
た
同
時
代
評
・
間
宮
茂
輔
「
文
芸
時
評
（
１
）

戦
争
文
学
の
出
現
」（『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一
三
・
七
・
三
〇
）
に
即
し
て
、

次
の
よ
う
に
同
時
代
受
容
の
地
平‐

モ
ー
ド
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

書
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
（
戦
場
）
が
言
語
を
絶
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら

読
者
に
も
実
感
可
能
で
（
①
）、
そ
れ
を
書
き
手
自
身
が
戦
場
に
い
る

と
い
う
事�

実�

が
支
え
（
②
）、
前
作
か
ら
の
成
長
し
た
筆
法
に
よ
り

（
③
）、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
醸
し
だ
さ
れ
て
い
く
（
④
）。
さ
ら
に
、
解
釈

を
排
し
た
観
察
が
徹
底
さ
れ
（
⑤
⑦
）、
技
巧
よ
り
む
し
ろ
素
朴
な
筆

致
を
特
徴
と
す
る
言
語
表
現
（
⑥
）
―
―
こ
れ
が
、
同
時
代
の
一
作
家

の
眼
に
映
っ
た
「
麦
と
兵
隊
」
の
相
貌
で
あ（

１０
）る。

次
節
以
降
、「
麦
と
兵
隊
」
現
象
と
で
も
称
す
べ
き
大
好
評
の
う
ち
に
発

表
さ
れ
た
、「
土
と
兵
隊
」
が
、「
麦
と
兵
隊
」
と
比
較
さ
れ
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
い
っ
た
か
を
検
証
し
て
い
く
。

Ⅱ

「
麦
と
兵
隊
」
以
降
の
、
火
野
葦
平
へ
の
高
い
注
目
度
を
示
す
よ
う
に
、

次
に
引
く
、
無
署
名
「
展
望
台

火
野
葦
平
の
第
二
巨
弾
」（『
読
売
新
聞
』

昭
一
三
・
一
〇
・
一
二
夕
）
の
よ
う
な
記
事
が
出
る
。

某
書
房
が
火
野
葦
平
こ
と
玉
井
軍
曹
に
書
下
し
長
篇
「
戦
塵
」
の
出

版
を
契
約
し
た
と
い
ふ
快
ニ
ユ
ー
ス
も
伝
は
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
一
足
先
に
「
文
藝
春
秋
」
に
�
土
と
兵
隊
�（
百
七
十
枚
）
を
書
き

送
つ
た
。
麦
と
兵
隊
か
ら
土
と
兵
隊
へ
。
巨
弾
に
次
ぐ
に
巨
弾
を
以
て

す
る
彼
の
精
力
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
こ
の
分
だ
と
当
分
読
者

も
批
評
家
も
不
自
由
す
ま
い
。
火
野
葦
平
、
万
歳
！
（
二
面
）
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実
際
、
数
日
後
に
は
、「
土
と
兵
隊
」
を
前
面
に
押
し
だ
し
た
『
文
藝
春

秋
』
広
告
（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
一
六
）
が
掲
載
さ
れ
る
。

《
麦
と
兵
隊
を
凌
ぐ
傑
作
》、《
堂
々
二
百
枚
の
巨
篇
‼
》
と
い
っ
た
見
出
し

の
他
に
、
次
の
よ
う
な
紹
介
文
も
付
さ
れ
て
い
る
。

◇
芥
川
賞
受
賞
火
野
葦
平
の
従
軍
三
部
作
の
第
一
部
成
り
文
藝
春
秋
誌

上
に
発
表
さ
る

◇
名
作
「
麦
と
兵
隊
」
を
発
表
し
て
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
た
火

野
葦
平
再
び
こ
の
巨
篇
を
提
げ
て
「
麦
と
兵
隊
」
の
名
声
を
圧
倒
せ
ん

と
す
‼

◇
報
道
部
員
と
し
て
で
な
く
一
分
隊
長
玉
井
勝
則
と
し
て
ト
ー
チ
カ
攻

撃
に
、
ク
リ
ー
ク
渡
河
に
江
南
戦
線
を
鬼
神
の
如
く
馳
駆
す
る
壮
烈
さ

‼
更
に
中
支
の
泥
濘
の
中
を
往
く
黙
々
た
る
皇
軍
将
士
の
崇
高
さ
‼
眼

前
に
彷
彿
た
り
‼

◇
本
篇
を
書
き
上
げ
た
火
野
葦
平
は
原
隊
に
復
帰
す
る
と
共
に
勇
躍
○

○
攻
略
の
第
一
線
に
立
つ
た
‼
朝
に
は
熱
血
の
文
を
綴
り
夕
に
は
戎
衣

を
腥
々
た
る
戦
場
の
風
に
靡
か
せ
る
‼
こ
れ
ぞ
真
に
事
変
最
高
の
戦
争

文
学
だ
。（
三
面
）

翌
日
に
は
、そ
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
広
告
「
火
野
葦
平
の
土
と
兵
隊
」

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
一
七
）
が
掲
載
さ
れ
、
そ
こ
で
「
土

と
兵
隊
」
は
《
麦
と
兵
隊
を
凌
ぐ
傑
作
！

堂
々
二
百
枚
の
巨
弾
‼
》、《
麦

と
兵
隊
で
全
読
書
界
を
席
巻
し
た
火
野
葦
平
は
更
に
全
精
魂
を
籠
め
て
土
と

兵
隊
を
書
き
上
げ
、
心
置
き
な
く
、
直
に
南
支
攻
略
の
第
一
線
に
出
動
し
た

‼

朝
に
ペ
ン
を
と
り
夕
に
十
字
砲
火
に
身
を
曝
す
！

而
も
描
く
は
事
変

最
大
の
激
戦
記
‼

読
め
！

硝
煙
の
中
に
盛
り
上
る
魂
の
記
録
を
‼
》

（
一
面
）
と
紹
介
さ
れ
る
。

以
下
、
火
野
葦
平
「
土
と
兵
隊
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
一
三
・
一
〇
）
の
同

時
代
評
を
検
証
し
て
い
く
。

ま
ず
は
、
年
次
総
括
に
あ
た
る
「
昭
和
十
三
年
文
壇
の
人
・
作
品
・
評
論
」

（『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
三
・
一
二
）
で
、「
土
と
兵
隊
」
が
論
及
さ
れ
た
際

の
、
語
ら
れ
方
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
岡
田
三
郎
「
小
説
作
品
に
つ
い
て
」

で
は
、《
火
野
葦
平
氏
の
「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」
上
田
廣
氏
の
「
黄
塵
」

も
忘
れ
得
な
い
も
の
だ
》（
七
頁
）、
細
竹
源
吉
「
寸
評
」
で
は
《
火
野
葦
平

氏
の
「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」
は
、
狭
い
文
壇
の
問
題
以
上
に
今
日
で

は
国
民
的
な
注
視
の
的
と
な
つ
て
、
本
年
最
大
の
収
穫
を
成
し
た
》（
一
〇

頁
）、
寺
岡
峰
夫
「
報
告
文
学
そ
の
他
」
で
は
《
戦
地
か
ら
の
報
告
文
学
が

ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
賑
は
せ
た
が
、
火
野
葦
平
の
「
麦
と
兵
隊
」
及
び
「
土

と
兵
隊
」
が
何
と
い
つ
て
も
圧
巻
だ
つ
た
》（
一
一
頁
）、
田
邊
耕
一
郎
「
本

年
文
壇
の
人
・
作
品
・
評
論
」
で
は
《
火
野
葦
平
氏
の
「
麦
と
兵
隊
」
や
「
土

と
兵
隊
」
は
、
文
学
の
純
粋
な
意
味
に
お
い
て
事
変
が
生
ん
だ
今
年
最
高
の

収
穫
だ
つ
た
》（
一
三
頁
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
評
さ
れ
て
い
る
が
、�
火
野
葦
平

‐

「
麦
と
兵
隊
」‐

「
土
と
兵
隊
」�
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
連
ね
、
抽
象

的
な
言
辞
で
絶
賛
す
る
と
い
う
点
で
、
著
し
い
近
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
両
作
の
発
表
時
期
が
近
か
っ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
火
野
葦
平

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

に
よ
る
戦
場
か
ら
の
報
告
文
学
と
し
て
「
麦
と
兵
隊
」
と
「
土
と
兵
隊
」
は

並
置
、
比
較
さ
れ
て
も
い
っ
た
。
比
較
に
及
ば
な
い
場
合
で
も
、
唖
鳥
「
大

波
小
波

表
現
の
相
違
」（『
都
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
一
）
の
よ
う
に
、

《「
麦
と
兵
隊
」
と
「
土
と
兵
隊
」
と
、
ど
つ
ち
が
い
い
か
、
ど
つ
ち
が
感

動
を
よ
び
お
こ
す
か
》
と
問
題
提
起
が
な
さ
れ
、
賛
否
は
示
さ
ず
と
も
、《
た

だ
、
ど
つ
ち
も
や
つ
ぱ
り
、
戦
争
を
し
て
ゐ
る
兵
隊
そ
の
ひ
と
の
書
い
た
文

章
と
い
ふ
感
が
ふ
か
い
》（
一
面
）
と
、
意
識
自
体
は
さ
れ
て
い
く
。
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「
土
と
兵
隊
」
同
時
代
評
に
お
け
る
第
一
の
論
点
は
、
日
中
開
戦
以
降
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

報
告
文
学
（
言
説
）
同
様
、
書
き
手
が
実
際
に
現
場
を
経
験
し
て
い
る
と
い

う
了
解
に
基
づ
く
、
当
事
者
性
で
あ
る
。

《
ぐ
い
ぐ
い
と
文
句
な
し
に
ぼ
く
を
そ
の
世
界
に
ひ
き
ず
り
こ
ん
で
ゆ
く

力
「
土
と
兵
隊
」
は
た
し
か
に
そ
れ
を
も
つ
て
ゐ
る
》
と
い
う
「「
土
と
兵

隊
」
に
つ
い
て
（
上
）」（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二
七
）
の

上
田
進
は
、《
そ
の
力
》
の
発
生
源
を
《
作
者
火
野
君
が
、
命
を
か
け
て
戦

争
の
場
を
つ
き
ぬ
け
て
き
た
》（
四
面
）
と
こ
ろ
に
み
て
い
る
。
森
山
啓
も

「
文
芸
時
評
【
二
】「
土
と
兵
隊
」
と
純
文
学
」（『
国
民
新
聞
』
昭
一
三
・

一
〇
・
三
〇
）
で
、《
作
者
自
身
が
分
隊
長
と
し
て
部
下
を
も
つ
た
体
験
の

内
面
か
ら
書
い
て
ゐ
る
》
点
を
以
て
《
そ
れ
だ
け
に
一
層
自
然
だ
》（
六
面
）

と
「
土
と
兵
隊
」
を
評
し
て
い
る
。
火
野
の
創
作
事
情
に
即
し
て
当
事
者
性

を
強
調
し
た
の
は
、「
文
芸
時
評
（
一
）
我
流
文
芸
観
」（『
中
外
商
業
新
報
』

昭
一
三
・
一
一
・
一
）
の
宇
野
浩
二
で
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

「
糞
尿
譚
」
は
褒
貶
相
半
し
た
が
、「
麦
と
兵
隊
」
は
圧
倒
的
に
好
評

で
あ
つ
た
。
恐
ら
く
今
度
の
「
土
と
兵
隊
」
は
「
麦
と
兵
隊
」
以
上
に

好
評
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
一
口
に
い
ふ
と
、「
麦
と
兵
隊
」
は
中
に

切
迫
詰
つ
た
場
面
が
十
分
に
書
か
れ
て
は
ゐ
る
が
、
筆
者
の
立
場
が
報

道
部
員
で
あ
り
、「
土
と
兵
隊
」
で
は
、
筆
者
が
一
人
の
兵
隊
と
な
つ

て
ゐ
る
の
で
、
読
む
者
に
戦
争
其
も
の
の
実
感
が
生
生
し
く
迫
つ
て
ゐ

る
か
ら
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
宇
野
は
「
麦
と
兵
隊
」
と
対
比
し
つ
つ
、
し
か
し
《「
麦
と
兵

隊
」「
土
と
兵
隊
」
―
―
共
に
戦
争
文
学
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
物
は
先
づ

当
分
現
れ
な
い
で
あ
ら
う
》（
五
面
）
と
、
両
作
を
並�

置�

す
る
。
三
戸
斌
「
創

作
月
評
」（『
文
藝
』
昭
一
三
・
一
二
）
に
お
い
て
も
、《
こ
の
作
品
で
は
、

刹
那
々
々
に
死
を
覚
悟
し
て
ゐ
る
戦
闘
参
加
者
の
気
持
の
陰
翳
を
描
い
て
ゐ

る
と
こ
ろ
》
に
《
前
作
と
は
ち
が
つ
た
特
色
》
を
見
出
し
、《
そ
れ
だ
け
作

者
は
戦
争
そ
の
者
を
味
得
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
ら
う
》
と
当
事
者
性
を
強
調

し
た
上
で
、《
今
月
で
は
最
も
読
み
ご
た
へ
の
あ
つ
た
作
品
》（
二
二
四
―
二

二
五
頁
）
だ
と
顕
揚
し
て
い
く
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

こ
こ
に
交
差
す
る
の
が
、「
土
と
兵
隊
」
を
報
告
文
学
と
み
な
す
言
表
で

あ
る
。《
火
野
葦
平
氏
の
「
土
と
兵
隊
」
を
読
み
、
感
動
し
た
》
と
い
う
「
記

録
文
芸
の
現
代
的
意
義

「
土
と
兵
隊
」
を
礼
讃
す
る
」（『
早
稲
田
大
学
新

聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
二
）
の
岡
澤
秀
虎
は
、《
今
月
の
諸
雑
誌
に
は
「
ペ

ン
部
隊
」
の
人
々
の
書
い
た
多
く
の
従
軍
通
信
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
そ
の

す
べ
て
を
も
つ
て
し
て
も
「
土
と
兵
隊
」
一
篇
に
及
ば
な
い
》（
五
面
）
と

断
じ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
上
田
進
「「
土
と
兵
隊
」
に
つ
い
て
（
中
）」

（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二
八
）
が
示
し
た
通
り
、「
土
と
兵

隊
」
が
《
身
を
も
つ
て
戦
争
を
経
験
し
た
行
動
者
の
記
録
》
で
あ
り
、《
そ

の
点
、「
土
と
兵
隊
」
は
他
の
従
軍
記
と
質
的
な
違
ひ
を
も
つ
て
ゐ
る
》（
六

面
）
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
る
。
よ
り
端
的
な
言
表
と
し
て
は
、
高
沖
陽
造
が

「
文
芸
時
評

『
土
と
兵
隊
』
と
�
第
八
路
軍
従
軍
記
�」（『
日
本
学
藝
新

聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
一
）
で
《
文
学
的
感
興
と
い
ふ
よ
り
は
ニ
ユ
ー
ス
的

感
興
と
い
つ
た
方
が
よ
い
ほ
ど
》（
四
面
）
と
、
伊
藤
整
が
「
文
芸
時
評

（
１
）
文
学
の
持
つ
力
」（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
三
）
で
《
こ

れ
が
戦
争
だ
、
こ
れ
が
戦
争
と
い
ふ
も
の
の
実
体
だ
と
、
読
み
な
が
ら
幾
度

か
う
な
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ぐ
ら
ゐ
、見
事
な
記
録
》（
四
面
）
だ
と
評
し
、「
土

と
兵
隊
」
を
当
事
者
に
よ
る
記
録
と
位
置
づ
け
て
い
く
。

そ
れ
ゆ
え
に
「
土
と
兵
隊
」
は
、
銃
後
の
読
者
に
も
戦
場
を
幻
視
さ
せ
る

よ
う
な
読
書
体
験
を
提
供
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
本
多
顯
彰
は
、「
文
芸
時

― 147 ―



評
【
２
】「
土
と
兵
隊
」
の
真
実
性
」（『
読
売
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二

八
夕
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。

「
土
と
兵
隊
」
特
に
そ
の
中
で
も
杭
州
湾
敵
前
上
陸
の
と
こ
ろ
な
ど

は
、
面
白
か
つ
た
と
か
、
よ
く
描
け
て
ゐ
る
と
か
い
つ
て
は
相
済
ま
な

い
や
う
な
気
が
す
る
。〔
略
〕
そ
し
て
ほ
つ
と
ひ
と
息
い
れ
る
時
、「
兵

隊
さ
ん
、
よ
く
や
つ
て
く
れ
た
な
あ
」
と
肩
を
叩
き
た
く
思
ひ
、
熱
い

涙
が
ふ
り
落
ち
る
だ
け
だ
。
批
評
な
ど
、
少
く
と
も
今
は
、
入
り
込
む

余
地
は
な
い
。（
二
面
）

こ
う
し
た
心
情
に
つ
い
て
は
、
無
署
名
「
文
藝
春
秋
」（『
三
田
文
学
』
昭

一
三
・
一
二
）
に
お
い
て
、《
こ
の
作
品
が
、
現
在
、
日
本
が
戦
つ
て
ゐ
る

戦
争
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
又
実
際
、
戦
争
に
従
事
し
て
ゐ
る

兵
士
の
手
記
で
あ
る
故
に
我
々
、
日
本
人
で
あ
る
読
者
は
、
そ
の
作
品
の
背

後
に
あ
る
現
実
に
対
す
る
好
奇
心
の
為
め
に
、
冷
静
な
眼
を
持
つ
て
、
こ
の

作
品
に
向
ふ
事
は
困
難
で
あ
り
、
い
や
む
し
ろ
批
評
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

の
だ
》（
一
九
頁
）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
通
り
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
土
と
兵
隊
」
が
国�

民�

に
も
た
ら
す
感
動
は
、
当
事
者
性
に
連

な
る
第
二
の
論
点
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
拠
る
。
森
山
啓
「
文
芸
時
評
【
二
】

「
土
と
兵
隊
」
と
純
文
学
」（『
国
民
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
三
〇
）
に
、

《
人
が
、
民
族
感
情
の
中
に
お
け
る
「
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」「
兵
隊
の
人
情
」

と
呼
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
こ
の
作
品
（「
土
と
兵
隊
」
／
引
用
者

注
）
の
体
験
記
録
性
と
共
に
文
学
上
の
特
色
を
な
し
て
い
る
》（
六
面
）
と

言
表
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
本
多
顯
彰
「
文
芸
時
評
【
一
】

圧
倒
的
な
報
告
文
学
」（『
読
売
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二
六
夕
）
に
お
け

る
《
そ
こ
（「
麦
と
兵
隊
」
と
「
土
と
兵
隊
」
／
引
用
者
注
）
で
は
、
作
者

の
文
学
的
素
質
と
文
学
的
鍛
錬
と
、
砲
火
の
中
に
あ
つ
て
す
ら
も
失
は
れ
な

い
文
学
的
良
心
と
が
強
く
物
を
言
つ
て
ゐ
る
》（
二
面
）
と
い
う
言
表
は
そ

の
変
奏
で
あ
る
し
、
よ
り
素
朴
に
換
言
す
れ
ば
、「
文
芸
時
評
（
四
）
死
ぬ

る
覚
悟
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
五
）
の
大
熊
信
行
に
よ
る
、

《
国
の
た
め
に
死
ぬ
る
覚
悟
を
き
め
た
日
本
兵
の
心
、
―
―
こ
の
心
を
ち
よ

つ
と
で
も
離
れ
て
『
麦
と
兵
隊
』
も
『
土
と
兵
隊
』
も
な
い
》、《
い
か
な
る

従
軍
記
も
現
地
報
告
も
及
ば
ざ
る
ゆ
ゑ
ん
は
こ
ゝ
に
あ
る
》（
五
面
）
と

い
っ
た
言
表
に
な
る
。
武
田
麟
太
郎
も
「
小
説
「
土
と
兵
隊
」
―
―
文
芸
時

評
―
―
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
一
三
・
一
二
）
で
、《
卑
近
な
日
常
性
を
起
点

に
、
非
常
な
場
合
の
兵
隊
と
云
ふ
大
衆
に
触
れ
よ
う
と
し
て
、
ヒ
ユ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
匂
ひ
を
旺
に
撒
布
し
て
ゐ
る
の
は
注
目
す
べ
き
》（
三
二
二
頁
）
と

評
し
て
い
る
し
、
田
邊
耕
一
郎
も
「
戦
争
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」（『
早
稲
田

文
学
』
昭
一
四
・
三
）
で
《
私
は
火
野
葦
平
氏
の
「
土
と
兵
隊
」
を
よ
ん
で
、

そ
の
高
揚
さ
れ
た
戦
ひ
に
お
け
る
人
間
の
純
粋
感
情
の
豊
か
さ
や
美
し
さ
に

心
を
う
た
れ
た
》（
一
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
田
邊
は
「
火
野
葦
平

の
文
学
」（『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一
三
・
一
二
・
二
五
）
で
は
、《「
麦
と
兵

隊
」「
土
と
兵
隊
」
な
ど
の
一
聯
の
火
野
葦
平
氏
の
文
学
は
、
た
し
か
に
傑

れ
た
戦
争
文
学
で
、
深
く
敬
意
を
感
ず
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
文
学
に
あ

る
人
間
の
美
し
い
純
粋
感
情
は
、
素
質
と
し
て
私
は
好
き
》（
五
頁
）
だ
と

述
べ
た
が
、
戦
争
文
学
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
二
つ
の
論
点
を
重
ね
た

同
時
代
評
と
し
て
、次
に
引
く
北
岡
史
郎
「
文
壇
時
評
」（『
若
草
』
昭
一
三
・

一
二
）
が
あ
る
。

「
麦
と
兵
隊
」
の
記
録
の
も
つ
文
学
的
感
動
と
、「
土
と
兵
隊
」
の

小
説
の
も
つ
文
学
的
感
動
と
、
い
づ
れ
も
こ
れ
は
最
高
の
立
派
な
戦
争

文
学
で
あ
る
。
そ
し
て
、
欧
洲
大
戦
の
と
き
の
塹
壕
か
ら
生
れ
た
ド
ル

ヂ
ュ
レ
ス
の
「
木
の
十
字
架
」
や
ル
マ
ル
ク
の
「
西
部
戦
線
異
状
な
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し
」
や
レ
ン
の
「
戦
争
」
な
ど
に
つ
ら
な
る
世
界
の
戦
争
文
学
の
連
峰

と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
、
純
粋
さ
と
、
身
を
も
つ
て
表
現
し
た
文

学
の
共
通
に
も
つ
人
間
的
誠
実
や
大
き
な
愛
が
感
じ
ら
れ
る
。（
六
六

頁
）

こ
の
よ
う
に
、「
土
と
兵
隊
」
は
（
戦
争
）
文
学‐

芸
術
と
し
て
も
高
く

評
価
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
際
に
は
「
麦
と
兵
隊
」
と
比
較
さ
れ
て
い
く
。

無
署
名
「
新
潮
評
論

時
局
・
芸
術
・
文
芸
」（『
新
潮
』
昭
一
三
・
一
二
）

で
は
、《「
麦
と
兵
隊
」
か
ら
み
る
と
「
土
と
兵
隊
」
は
、
芸
術
作
品
と
し
て

遙
か
に
良
く
ま
と
ま
つ
て
ゐ
る
》
が
ゆ
え
に
、《
こ
の
年
若
い
作
家
の
作
品

は
、
他
の
有
名
無
名
の
文
壇
人
が
こ
れ
ま
で
に
書
い
た
一
切
の
事
変
物
に
比

べ
て
格
段
の
効
果
を
示
し
、
広
範
囲
の
読
者
の
心
に
深
い
感
銘
を
与
へ
た
》

（
一
五
一
頁
）
と
評
さ
れ
る
。
神
田
鵜
平
も
「
創
作
時
評
」（『
新
潮
』
昭
一

三
・
一
二
）
で
、《「
土
と
兵
隊
」
は
悠
然
と
し
て
ゐ
て
、
重
厚
味
が
あ
り
、

は
る
か
に
芸
術
的
完
成
に
近
づ
い
て
ゐ
る
》、《
前
作
一
般
に
比
し
て
作
品
の

緊
密
性
を
増
し
、
整
つ
て
ゐ
る
の
が
、
こ
の
作
の
長
所
だ
》（
二
三
〇
頁
）

と
し
て
、
文
学‐

芸
術
（
性
）
と
い
う
観
点
か
ら
「
土
と
兵
隊
」
を
顕
揚
し

て
い
く
。
両
作
品
の
賛
否
は
割
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
が
第
三
の
論
点
を
な
す
。

二
作
を
対
比
し
た
、
阿
Ｚ
「
大
波
小
波

葦
平
の
力
作
」（『
都
新
聞
』
昭
一

三
・
一
〇
・
二
七
）
を
次
に
引
い
て
お
く
。

▼
も
し
「
土
と
兵
隊
」
を
「
麦
と
兵
隊
」
よ
り
佳
し
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
「
小
説
的
」
で
あ
る
点
で
あ
り
、「
麦
と
兵
隊
」
よ
り
、
印

象
稀
薄
と
す
る
な
ら
ば
、「
記
録
」
で
あ
り
な
が
ら
、「
記
録
」
が
潤
色

化
さ
れ
て
ゐ
る
点
で
あ
る
。〔
略
〕「
土
と
兵
隊
」
も
驚
嘆
す
べ
き
作
品

で
あ
る
。
人
の
肺
腑
を
抉
る
文
字
で
あ
る
。（
一
面
）

こ
の
よ
う
に
、
記
録
（
性
）
／
虚
構
（
性
）
を
「
麦
と
兵
隊
」
／
「
土
と

兵
隊
」
両
作
品
の
対
照
的
な
特（

１１
）徴と
し
て
見
出
す
同
時
代
評
は
多
い
。《「
土

と
兵
隊
」
は
日
本
を
出
る
戦
中
か
ら
の
手
紙
に
描
写
が
始
ま
り
、
後
に
な
る

と
日
記
体
の
長
い
手
紙
に
な
つ
て
ゐ
る
》
点
を
以
て
《
筋
そ
の
も
の
ゝ
自
然

な
進
行
が
最
初
か
ら
読
者
の
注
意
を
動
的
に
捕
へ
る
》
と
指
摘
す
る
「
文
芸

時
評
（
３
）
戦
争
の
真
実
」（『
都
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
二
）
の
板
垣
直

子
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
二
作
品
の
特
徴
を
整
理
し
て
い
る
。

第
二
作
（「
土
と
兵
隊
」
／
引
用
者
注
）
で
は
意
識
的
に
小
説
的
構
成

が
企
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
戦
争
文
学
と
し
て
は
前
者

（「
麦
と
兵
隊
」
／
引
用
者
注
）
よ
り
有
利
で
あ
る
。
前
作
は
陣
中
で

書
か
れ
た
儘
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
作
は
ゆ
つ
く
り
手
を
入

れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。〔
略
〕
二
つ
の
作
品
の
優
劣
を
議
論
す
る

人
人
も
ゐ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は
同
じ
く
優
れ
て
ゐ
て
、
形
式
は

後
者
の
方
が
小
説
ら
し
く
整
つ
て
ゐ
る
。（
一
面
）

同
様
の
特
徴
を
《
戦
争
文
学
の
散
文
形
式
》
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
た

の
は
、
瀬
沼
茂
樹
「
戦
争
文
学
の
検
討
（
二
）」（『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一

三
・
一
一
・
一
九
）
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

陣
中
忽
忙
裡
、
作
家
が
戦
争
の
体
験
を
伝
達
す
る
形
式
と
し
て
は
、
書

翰
体
と
日
記
体
と
が
最
も
自
然
な
形
式
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
火
野
葦

平
氏
の
二
作
が
一
つ
は
書
翰
体
で
、
一
つ
は
日
記
体
で
、
描
か
れ
た
こ

と
も
偶
然
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
土
と
兵
隊
」
が
「
麦
と
兵

隊
」
に
優
れ
て
ゐ
る
点
は
、
作
者
の
体
験
の
痛
切
さ
を
異
に
し
、
ま
た

そ
の
驚
き
の
生
々
し
さ
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
ま
た
こ
の
文
学
形
式

の
差
が
生
ん
だ
も
の
と
も
い
へ
る
。
日
記
体
に
お
け
る
回
顧
性
と
、
書

翰
体
に
お
け
る
現
在
性
と
の
差
と
も
考
へ
ら
れ
る
。（
五
面
）

と
な
る
と
、
日
記
体
「
麦
と
兵
隊
」＝

記
録
（
性
）
／
書
簡
体
「
土
と
兵
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隊
」＝

虚
構
（
性
）
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
両
者
を
対
比
し
た
場
合
の
特

徴
で
、
そ
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
に
よ
っ
て
微
妙
な
評
価
の
差
異
が
生
じ

て
く
る
。
た
と
え
ば
、
上
田
進
は
「「
土
と
兵
隊
」
に
つ
い
て
（
下
）」（『
信

濃
毎
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二
九
）
で
、《「
麦
と
兵
隊
」
に
く
ら
べ
て
、

「
土
と
兵
隊
」
は
非
常
に
小
説
に
近
づ
い
て
ゐ
る
》
が
ゆ
え
に
《「
土
と
兵

隊
」
の
方
が
お
も
し
ろ
く
は
読
め
る
け
れ
ど
、
迫
つ
て
く
る
力
は
「
麦
と
兵

隊
」
に
比
べ
て
、
や
や
直
接
的
で
は
な
い
》（
五
面
）
と
評
し
て
い
る
し
、

北
岡
史
郎
も
「
文
壇
時
評
」（『
若
草
』
昭
一
三
・
一
二
）
で
《「
土
と
兵
隊
」

で
小
説
的
構
想
や
表
現
を
と
つ
て
ゐ
る
こ
と
に
、
そ
こ
に
み
じ
ん
の
嘘
は
な

マ

マ

く
と
も
小
説
化
さ
う
と
し
て
ゐ
る
意
識
が
や
や
気
に
な
る
》（
六
六
頁
）
と
、

虚
構
（
性
）
を
難
じ
て
い
る
。
他
方
、《
恐
ら
く
は
、
前
作
よ
り
も
「
土
と

兵
隊
」
の
方
が
よ
り
多
く
人
々
を
直
接
に
感
動
さ
せ
る
だ
ら
う
》
と
い
う
の

は
「
小
説
「
土
と
兵
隊
」
―
―
文
芸
時
評
―
―
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
一
三
・

一
二
）
の
武
田
麟
太
郎
で
、《
そ
の
形
式
も
ま
た
前
作
よ
り
「
ぐ
ん
と
小
説
」

に
な
つ
て
ゐ
る
》
と
こ
ろ
に
注
目
し
、《
多
く
の
観
戦
記
が
と
ま
ど
つ
て
据

ゑ
方
を
自
失
し
た
小
説
家
の
「
眼
」
が
、
こ
こ
で
は
現
実
と
の
間
に
密
接
な

相
互
依
拠
の
位
置
を
保
つ
て
、
一
切
の
現
象
は
そ
こ
か
ら
発
し
、
そ
こ
へ
収

め
ら
れ
る
や
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
て
ゐ
た
》（
三
二
一
頁
）
と
評

し
て
、
対
象
を
《
小
説
家
の
「（

１２
）眼」》
を
通
し
て
形
式
化
（
虚
構
化
）
し
た
、

小
説
と
し
て
の
構
成
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

以
上
を
総
合
し
つ
つ
、
第
四
の
論
点
と
し
て
火
野
葦
平
に
よ
る
戦
争
文
学

（「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」）
を
、
文
学
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
的

意
義
と
し
て
意
味
づ
け
て
い
く
言
表
が
み
ら
れ
る
。《
今
度
の
事
変
を
扱
つ

た
も
の
の
中
で
、最
も
名
声
を
高
め
且
つ
普
及
し
た
火
野
氏
の
戦
争
文
学
が
、

通
俗
も
の
で
は
な
く
て
、純
文
学
に
属
し
て
ゐ
る
こ
と
》
を
《
面
白
い
事
実
》

と
し
て
注
目
す
る
板
垣
直
子
は
、「
槍
騎
兵

土
と
兵
隊
」（『
東
京
朝
日
新

聞
』
昭
一
三
・
一
〇
・
二
六
）
に
お
い
て
《
こ
れ
は
文
学
史
上
特
記
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
、
純
文
学
の
社
会
性
と
連
関
し
て
も
意
味
深
い
問
題

を
投
げ
て
ゐ
る
》（
七
面
）
と
、
戦
時
下
に
お
い
て
そ
の
存
在
意
義
を
問
わ

れ
て
い
た
純
文
学
が
、
実
は
社
会
性
を
も
ち
得
る
と
い
う
実
例
と
し
て
、
火

野
葦
平
の
戦
争
文
学
を
意
味
づ
け
て
い
る
。板
垣
直
子
は
「
文
芸
時
評
（
３
）

戦
争
の
真
実
」（『
都
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
二
）
で
も
、《
武
漢
三
都
占

領
の
公
表
を
き
ゝ
な
が
ら
こ
れ
を
か
い
て
ゐ
る
が
、
純
文
学
系
統
の
偉
大
な

二
つ
の
戦
争
文
学
を
え
た
こ
と
も
、国
の
大
き
な
喜
び
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
》

（
一
面
）
と
、
文
学
領
域
の
成
果
を
国
家
レ
ベ
ル
へ
と
媒
介
し
な
が
ら
、
そ

の
意
義
を
強
調
し
て
い
る
。《
▼
そ
れ
に
し
て
も
戦
争
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
く
人
々
の
頭
に
印
刻
す
る
も
の
は
、
つ
ひ
に
文
学
以
外
に
は
な
い
こ
と
も

痛
感
さ
れ
る
》
と
い
う
阿
Ｚ
「
大
波
小
波

葦
平
の
力
作
」（『
都
新
聞
』
昭

一
三
・
一
〇
・
二
七
）
に
お
い
て
も
、《
か
う
云
ふ
時
局
下
で
文
学
の
価
値

が
は
つ
き
り
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
文
学
者
が
誇
り
と
し
て
も
い
ゝ
こ
と
で
あ

る
》（
一
面
）
と
言
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
火
野

葦
平
の
戦
争
文
学
で
あ
る
。《
事
変
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
全
分
野
を
通
じ
て
、

火
野
葦
平
の
文
学
ほ
ど
国
民
の
心
に
愬
へ
た
も
の
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、

い
ま
さ
ら
な
が
ら
文
学
の
力
を
思
は
し
め
る
も
の
だ
》
と
そ
の
影
響
力
に
言

及
す
る
大
熊
信
行
は
、「
文
芸
時
評
（
五
）
一
つ
の
正
当
派
」（『
東
京
日
日

新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
六
）
で
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。

『
麦
と
兵
隊
』『
土
と
兵
隊
』
の
一
つ
の
価
値
が
生
死
の
境
に
あ
つ
て

闘
ひ
つ
ゝ
書
か
れ
た
と
い
ふ
事
実
と
そ
の
形
式
に
あ
る
の
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
闘
ひ
つ
ゝ
書
か
れ
つ
ゝ
あ
る
あ
ひ
だ
に
銃
後

の
国
民
に
発
表
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
と
い
ふ
文
学
形
式
そ
の
も
の
に
、
い
か
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に
重
大
な
国
民
的
意
義
が
あ
る
か
を
お
も
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
五

面
）

こ
こ
で
大
熊
は
、
書
き
手
の
当
事
者
性
や
小
説
の
形
式
に
も
論
及
し
な
が

ら
、
そ
れ
が
読
者＝

《
銃
後
の
国
民
》
に
果
た
し
た
意
味
作
用
を
も
っ
て

《
国
民
的
意
義
》
を
強
調
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
川
端
康
成
は
「
文
芸
時

評
（
４
）
葦
平
の
「
土
と
兵
隊
」」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・

六
）
に
お
い
て
、《「
麦
と
兵
隊
」
や
「
土
と
兵
隊
」
は
、
戦
争
の
な
か
か
ら
、

戦
後
の
生
活
や
文
学
に
も
、
強
い
暗
示
を
投
げ
て
ゐ
る
節
が
あ
る
》（
七
面
）

と
、
簡
潔
に
、
し
か
し
や
は
り
火
野
葦
平
の
戦
争
文
学
が
も
つ
広
範
な
影
響

力
に
論
及
す
る
。「
土
と
兵
隊
」
を
《「
麦
と
兵
隊
」
よ
り
も
傑
れ
て
ゐ
る
》

と
判
じ
る
Ｒ
「
公
論
私
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
三
・
一
二
）
に
お
い
て

も
、《
最
も
重
要
な
点
は
、
か
う
い
ふ
記
録
文
芸
が
今
や
日
本
文
芸
に
極
め

て
必
要
で
あ
り
、
大
き
な
歴
史
的
意
義
を
持
つ
》（
三
〇
頁
）
点
が
強
調
さ

れ
て
い
く
し
、
北
岡
史
郎
も
「
文
壇
時
評
」（『
若
草
』
昭
一
三
・
一
二
）
で

次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

こ
の
月
の
文
壇
で
、
最
大
の
収
穫
は
、
な
ん
と
い
つ
て
も
火
野
葦
平

の
第
二
作
「
土
と
兵
隊
」（
文
藝
春
秋
）
で
あ
つ
た
。
こ
の
月
の
圧
巻

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
前
作
の
「
麦
と
兵
隊
」
以
上
に
、
こ
と
し
の

文
壇
を
通
じ
て
、文
学
が
こ
の
事
変
の
大
き
な
歴
史
的
意
義
に
協
力
し
、

体
得
し
て
、
そ
れ
を
純
粋
な
文
学
的
表
現
に
お
い
て
高
く
開
花
さ
せ
た

意
味
深
い
大
収
穫
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。（
六
六
頁
）

こ
う
し
た
同
時
代
評
の
延
長
線
上
に
、
雷
鳥
「
大
波
小
波

一
年
間
の
変

化
」（『
都
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
二
四
）
が
示
す
、
次
の
よ
う
な
文
学
場

の
動
向
も
描
き
だ
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

▼
当
局
者
と
文
学
者
と
の
会
談
は
、
近
頃
の
眼
立
つ
現
象
の
一
つ
で

あ
る
が
文
学
は
確
か
に
一
般
か
ら
も
重
要
視
さ
れ
て
来
て
ゐ
る
傾
向
に

あ
る
。
／
▼
火
野
葦
平
の
出
現
や
従
軍
作
家
た
ち
の
仕
事
や
農
民
作
家

た
ち
の
仕
事
が
さ
う
い
ふ
傾
向
を
持
ち
来
す
契
機
に
な
つ
た
こ
と
は
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
で
は
作
家
た
ち
は
、
殆
ど
「
文
学
の
力
」
を
信

じ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。（
一
面
）

事
実
、「
麦
と
兵
隊
」
と
そ
の
影
響
力
が
、
農
民
文
学
懇
話
会
や
従
軍
ペ

ン
部（

１３
）隊の
契
機
と
な
っ
た
の
だ
が
、そ
れ
は
別
言
す
れ
ば
、国
家
権
力
に
よ
っ

て
《「
文
学
の
力
」》
が
時
局
に
お
い
て
有
用
だ
と
判
じ
ら
れ
た
こ
と
の
帰
結

で
も
あ
り
、
そ
の
中
心
に
は
、
戦
争
文
学
の
書
き
手
で
あ
る
火
野
葦
平
が
位

置
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
小
説
「
麦
と
兵
隊
」
の
発
表
が
そ
の
端
緒
に
は

違
い
な
い
が
、
同
作
が
世
に
出
て
後
、
単
行
本
と
し
て
売
れ
続
け
、
翻
訳
、

舞
台
化
、
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
的
展
開
を
し
て
い
る
さ
な
か
、

よ
り
当
事
者
性
を
増
し
た
「
土
と
兵
隊
」
が
発
表
さ
れ
、
し
か
も
優
れ
た
戦

争
文
学
だ
と
い
う
評
価
と
併
せ
て
、
文
学
（
者
）
の
社
会
的
意
義
と
し
て
意

味
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
当
局
が
文
学
（
者
）
へ
の
関
心
を
示
し
始

め
た
時
機
と
も
重
な
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
、《
葦
平
の
「
土
と
兵
隊
」
が
相
変
ら
ず
、
問
題
の
な
い
文
壇
の

随
一
の
話
題
と
な
つ
て
ゐ
る
や
う
だ
》
と
い
う
無
署
名
「
六
号
雑
記
」（『
三

田
文
学
』
昭
一
三
・
一
二
）
に
お
い
て
、《「
土
と
兵
隊
」
が
、
戦
記
文
学
と

し
て
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
戦
争
文
学
の
最
高
峰
か
ど
う
か
は
、
も
つ
と
冷
静
に
考
へ
て
い
ゝ
》

（
一
五
五
頁
）
と
い
う
批（

１４
）判は
あ
り
得
る
と
し
て
も
、「
土
と
兵
隊
」
が
も

つ
《「
文
学
の
力
」》
は
こ
の
時
す
で
に
、
文
学
場
を
こ
え
、
よ
り
広
い
シ
ー

ン
に
お
い
て
、
社
会
的
・
国
民
的
意
義
を
果
た
し
て
い
た
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
文
学
場
に
お
い
て
も
「
麦
と
兵
隊
」
と
「
土
と
兵
隊
」
は
、
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既
存
の
枠
組
み
を
打
ち
破
る
画
期
的
な
作
品
と
し
て
衝
撃
を
与
え
て
い
っ

た
。《「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」
に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
批
評
家
が
、
筆

を
揃
へ
て
ほ
め
た
》、
そ
の
理
由
を
「
文
芸
時
評
（
３
）
戦
争
小
説
と
従
軍

記
」（『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一
三
・
一
二
・
六
）
の
木
々
高
太
郎
は
、
次
の

よ
う
に
し
て
三
点
に
ま
と
め
て
い
る
。

第
一
の
理
由
は
、
前
記
の
大
衆
の
満
足
を
代
表
し
た
一
つ
の
大
き
な
満

マ

マ

足
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
そ
し
て
第
二
の
理
由
は
、
戦
争
に
従
ひ
つ
ゝ

あ
る
苦
楚
の
う
ち
か
ら
、
生
命
を
砲
火
に
曝
ら
し
な
が
ら
書
い
て
ゐ
る

筆
者
に
対
す
る
尊
敬
で
あ
る
。こ
の
尊
敬
は
文
学
以
外
の
も
の
で
あ
る
。

〔
略
〕
第
三
の
理
由
は
、
純
文
学
は
私
小
説
し
か
な
い
と
言
ふ
過
去
十

数
年
の
日
本
文
壇
特
殊
の
常
識
で
育
て
ら
れ
て
来
た
批
評
家
が
、
私
小

説
、
即
ち
身
辺
雑
事
の
う
ち
で
、
最
も
偉
大
な
る
私
小
説
に
打
た
れ
て

了
つ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
／
戦
争
小
説
は
、
今
や
我
々
に
、
こ
の
三

つ
の
重
大
な
点
の
自
覚
を
齎
し
た
の
で
あ
る
。（
五
面
）

総
じ
て
、「
麦
と
兵
隊
」
を
前
提
と
し
た
「
土
と
兵
隊
」
の
登
場
は
、
書

き
手
の
当
事
者
性
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
裏
づ
け
を
も
つ
戦
争
文
学
の
傑
作

に
し
て
、
国
内
外
の
社
会
情
勢
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
《「
文
学
の
力
」》

を
示
す
意
義
を
果
た
し
つ
つ
、
し
か
も
文
学
場
に
お
い
て
は
《
偉
大
な
る
私

小
説
》（
木
々
高
太
郎
「
文
芸
時
評
（
４
）
第
二
の
大
き
な
問
題
」、『
中
外

商
業
新
報
』
昭
一
三
・
一
二
・
七
、
五
面
）
で
も
あ
り
、
多
方
面
に
影
響
力

を
発
揮
／
承
認
さ
れ
つ
つ
、
文
字
通
り
の
画
期
を
成
し
た
の
だ
。

Ⅲ

本
節
で
は
、
単
行
本
化
『
土
と
兵
隊
』（
改
造
社
、
昭
一
三
・
一
一
）
を

め
ぐ
る
新
聞
広
告
を
、
特
に
そ
こ
に
添
え
ら
れ
た
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
分

析
し
て
い
く
。
刊
行
に
先
立
ち
、
次
に
引
く
「「
土
と
兵
隊
」
発
行
延
期
に

つ
き
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
一
・
一
五
）
が
掲
載
さ
れ
る
。

「
単
行
本
は
絶
対
に
こ
の
稿
本
に
よ
つ
て
く
れ
。
十
一
月
八
日
、
広
東

に
て

葦
平
」
と
雑
誌
に
登
載
さ
れ
た
も
の
を
全
面
的
に
朱
書
訂
正
し

た
原
稿
を
送
つ
て
来
た
。
そ
の
為
め
我
社
は
印
刷
し
た
幾
十
万
冊
の
単

行
本
を
寸
断
し
、
茲
に
改
め
て
再
印
刷
す
る
の
犠
牲
を
止
む
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
為
め
十
一
月
廿
日
発
売
の
予
定
を
十
二
月
一
日
に
変

更
延
期
し
ま
し
た
。こ
の
間
の
事
情
を
諒
と
せ
ら
れ
期
待
を
願
ひ
ま
す
。

（
一
一
面
）

こ
れ
は
、
事
務
連
絡
で
あ
る
と
同
時
に
、
今
な
お
戦
場
に
い
る
書
き
手＝

火
野
葦
平
の
存
在
感
を
『
土
と
兵
隊
』
に
備
給
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
慌

た
だ
し
い
戦
場
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
も
す
る
。
も
と

よ
り
、
最
後
ま
で
作
品
に
手
を
入
れ
る
火
野
の
作
家
性
も
強
調
さ
れ
る
。

予
告
通
り
の
発
売
日
に
は
、
新
聞
各
紙
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
一
面
に
掲
出
さ
れ
た
、
広
告
「
火
野
葦
平
著

土
と
兵
隊
」（『
東
京
朝

日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
一
）
を
引
い
て
お
く
。

出
た
‼
‼
『
麦
と
兵
隊
』
の
姉
妹
篇
全
国
一
斉
本
日
発
売

前
線
銃
後
を
感
激
と
興
奮
の
渦
に
ま
き
こ
ん
だ
世
界
的
巨
篇
『
麦
と
兵

隊
』
‼

―
―
そ
の
姉
妹
篇
が
出
た
!!!

昭
和
十
二
年
十
一
月
五
日
、
朝
露
深
き
杭
州
湾
に
決
行
さ
れ
た
戦
史
未

曾
有
の
敵
前
上
陸
の
凄
絶
な
光
景
を
序
幕
と
し
て
、
そ
こ
に
涯
な
く
つ

ら
な
り
つ
づ
く
十
字
砲
火
に
曝
さ
れ
た
泥
濘
の
悪
路
を
馬
は
横
倒
し
に

な
り
兵
は
ク
リ
ー
ク
に
辷
り
こ
み
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
全
身
血
と
泥

の
中
に
眼
だ
け
を
光
ら
せ
た
皇
軍
精
鋭
の
、
硝
煙
弾
雨
を
衝
い
て
進
む
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大
進
軍
だ
‼

「
今
日
も
生
き
て
ゐ
た
。
ま
た
書
け
る
」
と
、
作
者
は
難
行
軍
に
明
け

敵
襲
に
暮
れ
る
其
日
々
々
を
文
学
者
と
し
て
の
精
根
を
傾
け
尽
し
て
描

き
つ
づ
け
写
し
つ
づ
け
、
つ
ひ
に
こ
の
驚
く
べ
き
名
作
は
完
成
さ
れ

た
!!!
（
一
面
）

『
麦
と
兵
隊
』
と
の
連
続
性
を
強
調
し
な
が
ら
、
直
接
戦
闘
に
関
わ
っ
た

わ
っ
た
書
き
手＝

火
野
葦
平
が
、
文
学
者
と
し
て
そ
の
渦
中
で
書
い
た
作
品

で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
宣
伝
文
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
左
端
の
ス
ペ

ー
ス
で
は
『
麦
と
兵
隊
』
に
つ
い
て
も
、《
日
本
で
一
番
よ
く
売
れ
る
本
！

／
ど
こ
ま
で
売
れ
る
か
は
て
し
が
な
い
‼
》
と
い
う
文
言
と
と
も
に
《
大
増

刷
出
来
》
と
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

広
告
「
火
野
葦
平
著

土
と
兵
隊
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・

七
）
で
は
、《
売
行
の
最
高
記
録
、
姉
妹
篇
「
麦
」
と
両
々
並
進

見
よ
歴

史
的
名
作
の
此
物
凄
い
一
大
壮
観
を
‼
》（
一
面
）
と
い
う
宣
伝
文
に
併
せ

て
、
水
原
秋
櫻
子
「
文
武
兼
備
の
魂
の
輝
き
」、
板
垣
直
子
「
全
人
類
の
宝
」、

室
生
犀
星
「
満
点
の
頭
脳
」、
谷
川
徹
三
「
描
写
の
立
体
性
」、
武
田
麟
太
郎

「
思
考
感
情
の
美
事
な
単
純
さ
」
と
い
っ
た
『
土
と
兵
隊
』
批
評
（＝
『
土

と
兵
隊
』
讃
）
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
文
芸
時

リ
サ
イ
ク
ル

評
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
単
行
本
新
聞
広
告
に
再
利
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
文
学
場
内
部
の
言
表
が
、
よ
り
広
い
読
者
に
向
け
て
発
信
さ
れ
て

い
く
こ
と
に
も
な
る
。
同
様
の
批
評
を
配
置
し
な
が
ら
も
、
広
告
「
火
野
葦

平
著

土
と
兵
隊
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
八
）
で
は
、《
数

十
万
部
の
準
備
を
以
て
火
蓋
を
切
っ
た
本
書
配
給
陣
発
売
即
日
に
し
て
脆
く

も
潰
滅
！
全
国
書
店
よ
り
の
追
加
注
文
連
日
殺
到
‼
昼
夜
強
行
軍
の
増
刷

中
!!!
》（
三
面
）
と
い
っ
た
、
戦
争
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
流
用
し
た
宣
伝
文
も

み
ら
れ
る
。
増
刷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
広
告
「
火
野
葦
平
著

土

と
兵
隊
」（『
読
売
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
一
六
）
で
は
、《
麦
と
兵
隊
姉

妹
篇
》
と
い
う
こ
と
を
掲
げ
つ
つ
、《『
麦
』
と
堂
々
並
進
／
一
億
同
胞
の
胸

か
ら
胸
を
燃
え
ぬ
け
灼
き
続
け
る
感
激
の
名
作
！
／
炎
の
巨
篇
‼
／
是
ぞ
東

亜
建
設
の
聖
旗
の
下
怒
濤
と
い
征
く
み
い
く
さ
の
血
と
泥
濘
の
戦
列
に
建
て

ら
れ
た
聖
戦
日
本
の
表
忠
塔
だ
‼
》（
二
面
）
と
国
策
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
近

接
し
た
宣
伝
文
が
み
ら
れ
る
他
、
広
告
「
火
野
葦
平
著

土
と
兵
隊
」（『
東

京
日
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
一
七
）
で
は
、《「
麦
と
兵
隊
」
姉
妹
篇
》、

《
大
増
刷
出
来
‼
》
と
い
う
見
出
し
に
く
わ
え
、《
わ
れ
わ
れ
の
心
臓
を
迫

撃
砲
の
迫
力
で
ぶ
ち
抜
く
も
の
「
麦
」
に
続
い
て
独
り
「
土
」
あ
る
の
み
曰

く
「
○
と
兵
隊
」
曰
く
「
×
と
兵
隊
」
等
々
の
群
小
流
行
語
を
尻
目
に
、
戦

ふ
兵
隊
の
真
の
相
を
ズ
バ
リ
と
截
ち
割
つ
て
見
せ
た
の
が
本
書
だ
‼
》
と
、

戦
争
文
学
と
し
て
『
土
と
兵
隊
』
の
魅�

力�

を
積
極
的
に
打
ち
だ
し
て
い
く
宣

伝
文
も
み
ら
れ
る
。

月
末
に
な
る
と
、広
告
「
火
野
葦
平
著

土
と
兵
隊
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』

昭
一
三
・
一
二
・
二
四
）
に
お
い
て
、《
血
と
泥
土
の
戦
列
に
聖
化
さ
れ
ゆ

く
人
間
性
の
頌
歌
》（
一
面
）
と
い
う
宣
伝
文
に
、
川
端
康
成
「
国
民
皆
読

の
文
学
」、
豊
島
與
志
雄
「「
土
と
兵
隊
」
の
特
殊
性
」
が
添
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
川
端
は
、《
火
野
葦
平
氏
の
「
土
と
兵
隊
」
が
、
国
民
皆
読
の
文
学
で

あ
る
所
以
は
、杭
州
湾
敵
前
上
陸
と
そ
の
後
の
進
軍
の
戦
記
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
民
族
が
苦
難
を
越
え
て
発
展
し
て
行
く
姿
の
、
実
に

適
切
な
象
徴
と
な
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
》
と
、『
土
と
兵
隊
』
を
国
民
（
皆

読
の
）
文
学
へ
と
位
置
づ
け
て
い
く
。《
火
野
葦
平
氏
の
「
土
と
兵
隊
」》
を

《
特
異
な
戦
争
文
学
》
だ
と
み
る
豊
島
は
《
異
常
事
が
凡
て
日
常
事
で
あ

り
、
ま
た
日
常
事
が
凡
て
異
常
事
で
あ
る
》
局
面
を
と
り
だ
し
、《
全
身
的
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な
体
験
と
責
任
と
を
持
つ
た
、
平
凡
な
や
う
で
而
も
深
い
思
惟
》
を
探
り
あ

て
、
そ
れ
を
《
日
本
的
な
も
の
ゝ
一
面
の
現
は
れ
》、《
日
支
事
変
の
聖
戦
た

る
特
質
の
一
面
の
現
は
れ
》
だ
と
意
味
づ
け
て
い
る
。
両
者
と
も
、『
土
と

兵
隊
』
と
そ
の
書
き
手
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
戦
場
の
様
相
を
、（
当
事
者
性
、

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
備
え
た
）
個
別
の
体
験
で
あ
る
と
同
時
に
、
銃
後
の
国

民
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
聖
戦
へ
と
つ
な
が
り
得
る
文
学
な
の
だ
と
意
味
づ

け
て
い
る
。
こ
れ
が
高
じ
れ
ば
、《
聖
戦
第
三
の
新
春
、
こ
の
国
民
の
書
を

熱
読
し
て
民
族
の
決
意
を
浄
め
よ
！
》（
広
告
「
火
野
葦
平
著

土
と
兵

隊
」、『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
三
一
、
一
面
）
と
、
わ
か
り
や

す
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

年
が
明
け
て
も
、
広
告
「
火
野
葦
平
著
「
麦
と
兵
隊
」
姉
妹
篇

土
と
兵

隊
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
五
）
で
は
《
天
井
し
ら
ず
の
人
気
！

底
な
し
の
売
行
！
》（
一
面
）
と
謳
わ
れ
て
い
く
。
た
だ
し
、
新
年
か
ら
は

『
土
と
兵
隊
』
を
メ
イ
ン
と
し
た
広
告
か
ら
、『
麦
と
兵
隊
』
と
『
土
と
兵

隊
』
を
並
置
し
た
も
の
へ
と
明
確
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
紙
面
上
も
、
左
右

対
称
に
『
麦
と
兵
隊
』（
右
）
と
『
土
と
兵
隊
』（
左
）
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ

れ
、
中
央
に
火
野
葦
平
の
顔
写
真
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
広
告
「
火
野
葦
平

著

麦
と
兵
隊
／
土
と
兵
隊
」（『
読
売
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
一
三
）
で
は
、

右
側
（『
麦
と
兵
隊
』）
に
は
《
事
変
下
出
版
界
の
無
敵
帝
王
篇
‼
陣
中
文
学

の
先
駆
!!!
》
と
、
左
側
（『
土
と
兵
隊
』）
に
は
《
日
本
的
兵
隊
魂
の
最
高
表

現
‼
聖
戦
描
写
の
絶
嶺
!!!
》（
三
面
）
と
宣
伝
文
が
添
え
ら
れ
る
。
別
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
広
告
「
火
野
葦
平
著

麦
と
兵
隊
／
土
と
兵
隊
」（『
東

京
日
日
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
二
七
）
に
お
い
て
、
右
側
（『
麦
と
兵
隊
』）

に
は
《
最
初
最
高
の
聖
戦
実
記
！
世
界
戦
争
文
学
の
王
者
‼
》
と
、
左
側

（『
土
と
兵
隊
』）
に
は
《「
麦
」
と
堂
々
雁
行
す
る
出
版
界
の
無
敵
部
隊
‼
》

（
三
面
）
と
宣
伝
文
が
付
さ
れ
、
中
央
に
《
火
野
葦
平
著
》
の
文
字
が
配
置

さ
れ
る
。あ
る
い
は
、広
告
「
火
野
葦
平
著

麦
と
兵
隊
／
土
と
兵
隊
」（『
読

売
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
二
四
）
で
は
こ
れ
を
上
（『
麦
と
兵
隊
』）・
下
（『
土

と
兵
隊
』）
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。
他
に
も
、
広
告
「
火

野
葦
平
著

麦
と
兵
隊
／
土
と
兵
隊
」（『
読
売
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
二
九
）

で
は
、《
聖
戦
文
学
の
最
高
峰
・
出
版
界
の
無
敵
部
隊
》
と
い
う
一
文
が
上

部
に
横
書
き
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
右
側
（『
麦
と
兵
隊
』）
に
《
聖
戦
記
の

ト
ッ
プ
を
切
り
全
日
本
を
感
動
さ
せ
全
世
界
に
熟
読
さ
れ
る
名
作
。》、
左
側

（『
土
と
兵
隊
』）
に
《「
麦
」
と
堂
々
並
進
、
疾
風
枯
葉
を
捲
い
て
聖
戦
文

学
の
王
座
を
争
ふ
巨
篇
。》（
二
面
）
と
、《
麦
／
土
》
と
い
う
文
字
を
強
調

し
た
広
告
「
火
野
葦
平
著

麦
と
兵
隊
／
土
と
兵
隊
」（『
東
京
朝
日
新

聞
』
昭
一
四
・
二
・
七
）
で
は
、
右
側
（『
麦
と
兵
隊
』）
に
《
徐
州
へ
徐
州

へ
一
望
千
里
の
麦
畑
を
兵
隊
は
怒
濤
と
進
む
民
族
精
神
の
行
進
曲
》、
左
側

（『
土
と
兵
隊
』）
に
《
杭
州
湾
の
敵
前
上
陸
血
と
泥
土
の
戦
列
に
聖
化
さ
れ

ゆ
く
兵
隊
の
魂
の
発
展
史
》（
一
面
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
宣
伝
文
が
添
え
ら
れ

て
い
く
。

こ
こ
ま
で
の
新
聞
広
告
分
析
を
ま
と
め
れ
ば
、『
土
と
兵
隊
』
は
同
時
代

評
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、�
戦
場
に
い
る
文
学
者
�
か
ら
の
当
事
者
性
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
兼
ね
備
え
た
戦
争
文
学
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
と
と
も

に
、
戦
時
下
の
国
民
文
学
と
し
て
、
ま
た
、
当
初
か
ら
売
れ
る
本
（＝

多
く

の
国
民
が
買
う
べ
き
本
）
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
す
で
に
、『
麦
と
兵
隊
』
現
象
以
降
、�
火
野
葦
平‐

「
麦
と
兵

隊
」‐
「
土
と
兵
隊
」�
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
連
携
は
強
力
に
作
用

し
て
お
り
、『
土
と
兵
隊
』
に
も
火
野
葦
平
『
麦
と
兵
隊
』
と
い
う
含
意
は

明
ら
か
だ
が
、
昭
和
一
四
年
に
入
る
と
、
そ
の
配
置
に
も
転
換
が
み
ら
れ
た
。
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火
野
葦
平
に
よ
る
戦
争
文
学
と
し
て
、『
麦
と
兵
隊
』
と
『
土
と
兵
隊
』
が

並
置
し
て
、
い
わ
ば
火
野
文
学
を
体
現
す
る
二
つ
の
作
品
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
分
担
が
ク
リ
ア
に
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
の
際
に
は
、《
聖
戦

（
文
学
）》
と
い
う
意
味
づ
け
も
強
調
さ
れ
、『
土
と
兵
隊
』
は
『
麦
と
兵
隊
』

と
、（
文
化
的
価
値
と
し
て
も
紙
面
配
置
と
し
て
も
）
並
ん
で
、
国
民
文
学

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の（

１５
）だ。

以
上
、
火
野
葦
平
に
よ
る
初
出
「
土
と
兵
隊
」‐

単
行
本
『
土
と
兵
隊
』

を
め
ぐ
る
同
時
代
言
説
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
簡
潔
に
ま
と

め
て
お
く
。
火
野
葦
平
『
麦
と
兵
隊
』
現
象
を
受
け
て
、
昭
和
一
三
年
に
発

表
さ
れ
た
「
土
と
兵
隊
」
は
前
作
の
延
長
線
上
で
高
く
評
価
さ
れ
つ
つ
、
は

や
い
段
階
か
ら
そ
の
社
会
的
意
義
（《
文
学
の
力
》）
が
文
学
場
内
部
か
ら
積

極
的
に
発
信
さ
れ
、
文
学
（
者
）
の
社
会
的
有
用
性
を
担
保
・
ア
ピ
ー
ル
す

る
実
践
―
作
品
と
し
て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
単
行
本
化
さ
れ
た
『
土
と
兵

隊
』
広
告
に
付
さ
れ
て
い
く
言
表
の
効
果
も
相
俟
っ
て
、
戦
争
文
学
の
傑
作

と
い
う
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
聖
戦
下
の
国
民
文
学
と
し
て
『
麦
と
兵
隊
』

と
相
補
的
な
関
係
を
結
び
つ
つ
、
昭
和
一
三
／
一
四
年
を
ま
た
い
で
広
く
国

民
に
�
戦
場
に
い
る
文
学
者
�
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
っ（

１６
）た。

次
の
課
題
は
、「
兵
隊
三
部
作
」
第
三
作
の
新
聞
小
説
、
火
野
葦
平
「
花

と
兵
隊
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
二
〇
〜
昭
一
四
・
六
・
二

四
夕
／
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
一
三
・
一
二
・
二
〇
〜
昭
一
四
・
六
・
二
七

夕
〔
休
載
含
、
全
一
三
〇
回
、
挿
絵＝

中
村
研
一
〕）
の
検
討
で
あ
る
。

注

（
１
）
火
野
葦
平
「
解
説
」（『
火
野
葦
平
選
集

第
二
巻
』
東
京
創
元
社
、
昭

三
三
）、
四
二
四‐

四
二
五
頁
。

（
２
）
水
谷
昭
夫
「
戦
後
文
芸
の
対
位
者
た
ち
―
―
火
野
葦
平
「
土
と
兵
隊
」

「
麦
と
兵
隊
」
を
め
ぐ
つ
て
―
―
」（『
日
本
文
芸
研
究
』
昭
四
二
・
六
）。

（
３
）
矢
野
貫
一
「
戦
後
版
「
麦
と
兵
隊
」「
土
と
兵
隊
」
補
訂
に
関
す
る
存

疑
」（『
無
差
』
平
七
・
三
）、
長
野
秀
樹
「「
具
体
的
な
現
実
」
の
諸
相
―

―
兵
隊
三
部
作
論
」（『
敍
説
』
平
八
・
八
）
他
参
照
。

（
４
）
池
田
浩
士
『
火
野
葦
平
論
﹇
海
外
進
出
文
学
﹈
論
・
第
１
部
』（
イ
ン

パ
ク
ト
出
版
会
、
平
一
二
）、
五
四
八
頁
。

（
５
）
成
田
龍
一
『
増
補
〈
歴
史
〉
は
い
か
に
語
ら
れ
る
か

１
９
３
０
年

代
「
国
民
の
物
語
」
批
判
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
平
二
二
）、
一
六
〇
頁
。

（
６
）
注
（
５
）
に
同
じ
、
一
六
四‐

一
六
五
頁
。

（
７
）
増
田
周
子
「
火
野
葦
平
『
土
と
兵
隊
』
研
究
―
―
記
録
の
検
証
と
表
象

の
問
題
―
―
」（
増
田
周
子
編
著
『
戦
争
の
記
録
と
表
象
―
―
日
本
・
ア

ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
―
』
関
西
大
学
出
版
部
、
平
二
五
）、
五
一
頁
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

（
８
）
拙
論
「
昭
和
一
二
年
の
報
告
文
学
言
説
―
―
尾
崎
士
郎
『
悲
風
千
里
』

を
視
座
と
し
て
」（
同
『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る

新
人
・

太
宰
治
・
戦
争
文
学
』
立
教
大
学
出
版
会
、
平
二
七
）、
三
九
五
頁
。

（
９
）
注
（
８
）
に
同
じ
、
四
〇
三
―
四
〇
四
頁
。

（
１０
）
拙
論
「�
戦
場
に
い
る
文
学
者
�
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
―
火
野
葦
平

「
麦
と
兵
隊
」」（
同
『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る

新
人
・
太

宰
治
・
戦
争
文
学
』
前
掲
）、
四
二
七
頁
。
な
お
、
丸
囲
み
数
字
は
、
原

著
で
引
用
し
た
同
時
代
評
に
付
し
た
符
号
で
あ
る
。

（
１１
）
菊
池
寛
・
横
光
利
一
「
火
野
葦
平
と
語
る
３
兵
隊
の
不
満
」（『
東
京
日

日
新
聞
』
昭
一
四
・
一
一
・
二
二
）
で
火
野
葦
平
は
、《
私
が
一
個
の
兵

隊
の
気
持
で
書
い
た
の
は
「
土
と
兵
隊
」
で
す
。
あ
れ
は
分
隊
長
と
し
て

書
い
た
の
で
す
が
、
出
た
当
時
は
、
一
字
一
句
、
本
当
の
こ
と
ば
か
り
だ
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と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
い
は
れ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
造
つ

た
話
も
大
部
入
つ
て
ゐ
る
の
で
す
、
余
り
い
ふ
と
怒
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
…
…
》（
五
面
）
と
語
っ
て
い
る
。

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ

（
１２
）
報
告
文
学
（
言
説
）
に
お
け
る
《
眼
》
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
北
支

物
情
』・『
従
軍
五
十
日
』
の
同
時
代
評
価
―
―
岸
田
國
士
の
昭
和
一
〇
年

代
を
考
え
る
た
め
に
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
平
二
七
・
一
）
参
照
。

（
１３
）
ペ
ン
部
隊
に
つ
い
て
は
、
櫻
本
富
雄
『
文
化
人
た
ち
の
大
東
亜
戦
争

Ｐ
Ｋ
部
隊
が
行
く
』（
青
木
書
店
、平
五
）、五
味
渕
典
嗣
「
文
学
・
メ
デ
ィ

ア
・
思
想
戦
―
―
〈
従
軍
ペ
ン
部
隊
〉
の
歴
史
的
意
義
―
―
」（『
大
妻
国

文
』
平
二
六
・
三
）、
拙
論
「
従
軍
ペ
ン
部
隊
言
説
と
尾
崎
士
郎
「
あ
る

従
軍
部
隊
」」（『
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
』
平
二
八
・
三
予
）
参
照
。

（
１４
）
他
に
、《
戦
争
と
兵
士
と
の
本
当
の
姿
を
知
ら
う
と
す
る
も
の
に
は
一

つ
の
疑
問
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
》
と
「
土
と
兵
隊
」
に
疑
義
を
示
し
た
田

辺
耕
一
郎
は
「
火
野
葦
平
の
文
学
」（『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一
三
・
一
二
・

二
五
）
で
、《
火
野
葦
平
の
文
学
は
、
つ
ま
り
戦
争
を
歌
つ
て
ゐ
る
》（
五

面
）
と
難
じ
て
い
る
。
ま
た
、
柴
田
賢
次
郎
は
「
戦
争
文
学
に
つ
い
て
」

（『
三
田
文
学
』
昭
一
五
・
四
）
で
、《
私
も
戦
線
に
ゐ
て
土
と
兵
隊
ま
で

を
読
ん
だ
実
に
よ
い
戦
争
文
学
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
一
般
か
ら
歓
迎
さ
れ

た
ほ
ど
戦
線
で
は
喜
ば
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
る
》
と
し
て
、《
常

時
も
火
線
の
中
に
ゐ
る
第
一
線
の
兵
の
言
ひ
分
》
と
し
て
、《
彼
等
は
麦

と
兵
隊
、
土
と
兵
隊
を
生
ぬ
る
い
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ユ
ぐ
ら
ひ
に
し
か
思
つ

て
ゐ
な
い
》
と
い
う
声
を
紹
介
し
、《
無
理
の
な
い
正
し
い
批
判
》（
一
五

〇
頁
）
と
評
し
て
い
る
。

（
１５
）
蒲
豊
彦
は
「
一
九
三
八
年
の
漢
口
（
四
）
―
―
火
野
葦
平
と
石
川
達

三
」（『
言
語
文
化
論
叢
（
京
都
橘
大
学
）』
平
二
三
・
九
）
で
、
石
川
達

三
『
生
き
て
ゐ
る
兵
隊
』
と
『
麦
と
兵
隊
』
が
《
い
ず
れ
も
精
神
総
動
員

の
一
助
》（
三
〇
頁
）
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
時
期
を
考

慮
す
れ
ば
な
お
の
こ
と
、
火
野
に
つ
い
て
は
『
土
と
兵
隊
』
が
果
た
し
た

役
割
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
１６
）
『
麦
と
兵
隊
』
時
に
は
展
開
さ
れ
な
か
っ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
と

し
て
、『
土
と
兵
隊
』
は
映
画
化
さ
れ
も
し
た
。
布
村
建
「
フ
ヰ
ル
ム
温

故
知
新
（
３
）
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
見
る
『
土
と
兵
隊
』
―
―
田

坂
具
隆
は
何
を
描
い
た
か
」（『
映
画
論
叢
』
平
二
二
・
一
一
）
参
照
。

※
原
則
と
し
て
、
初
出
の
「
土
と
兵
隊
」
は
一
重
括
弧
、
単
行
本
は
二
重
括
弧

表
記
と
し
て
区
別
し
た
。

※
本
研
究
はJSPS

科
研
費15K

02243

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
ま
つ
も
と
か
つ
や
・
信
州
大
学
准
教
授
）
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